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次期「京都市農林行政基本方針（素案）」に関する市民意見募集の結果について 

 

１  市民意見募集結果の概要 

(１)  募集期間 

令和２年１２月１１日(金)～令和３年１月１８日(月) ３９日間 

 

(２)  周知方法 

ア 市民意見募集冊子の配架 

市役所庁舎案内所，区役所・支所，市内図書館，各農(林)業振興センター， 

農業委員会事務局，農林漁業団体事務所 等 

イ 農林漁業関係団体への周知 

各団体が開催するセミナー等の催し，農業委員会総会， 

認定農業者等への情報提供 等 

ウ その他 

市民しんぶん令和３年１月１日号 

京都市ホームページ 

 

(３)  募集結果 

   応募者数  ２６７名，意見数  ８１０件 

 

(４)  御意見をいただいた方の属性 

ア 年齢別 

 20 歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70 歳以上 不 明 合 計 

人 数 ４ ３２ ２３ ５２ ４９ ５５ ３８ １４ ２６７ 

 

イ 居住地別 

 京都市内在住 
京都市内に通勤・通学 

(京都市内在住除く) 
そ の 他 不 明 合 計 

人 数 217 27 10 13 267 

 

 

ウ 職業別 

 農 業 林 業 そ の 他 不 明 合 計 

人 数 ６９ ２４ １６０ １４ ２６７ 

 

エ 提出方法別 

 郵 送 ， F A X 応募フォーム，メール 合 計 

人 数 ８７ １８０ ２６７ 
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オ 項目別(件数) 

大項目 小項目 件数 

１ 基本方針全体・将来像について ２９７ 

２ 重点項目，施策の方向に 

ついて 

(1)重点項目１「高める」 １０７ 

３８７ 
(2)重点項目２「創る」 ７３ 

(3)重点項目３「守る」 １１１ 

(4)重点項目４「支える」 ９６ 

３ 推進の方法・その他について １２６ 

合計 ８１０ 

 

２  御意見の要旨と御意見に対する本市の考え方 

 お寄せ頂いた御意見のうち，基本方針案の修正に反映した御意見は６４件，基本方針案に

趣旨が盛り込まれている御意見は５６７件，検討の参考とさせていただいた御意見は１１

３件，その他の御意見は６６件ございました。 

 なお，御意見の中には，個別・具体的な要望も多く含まれておりましたが，これらについ

ては，今後具体的に施策を展開する際に検討してまいります。 

 

ア 基本方針全体・将来像について 

◆基本方針案の修正に反映した御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・基本方針案は生産に重点を置いて記

載しているが，農林業の生産基盤で

ある里・山・川の連環や保全に関する

記載も盛り込むべき。 

・基本方針に，京都府が策定する内水

面漁業振興計画の内容を反映すべ

き。 

など 

４０ 

農地・森林に加えて，河川について

も持続可能な農林業の実現に向けて

重要な基盤であると考えており，将来

像の説明文及び将来像３に「農地，森

林，川の恵み」を記載いたします。 

また，内水面漁業振興は，河川の流

域など広域的に取り組む必要がある

と考えており，京都府とも連携しなが

ら，今後の取組を検討してまいりま

す。 

・新型コロナウイルス感染症の拡大

で，農産物の重要性を再認識した。 

・小規模な家族農業も持続可能な農業

にとって重要である。 

・各重点項目の説明文が長く，つなが

りがわかりづらいため，修正すべき。 

など 

 

 

 

 

８ 

いただいた御意見の趣旨を踏まえ，

基本方針の文言を追記・修正いたしま

す。 
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◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・内水面漁業振興には，外来魚などの

駆除，生態系に配慮した河川整備，漁

協の担い手の発掘，ブランド化や消

費の拡大が必要である。 

・内水面漁業が施策の方向２４にしか

記されていない。また，天然アユ等在

来種の資源回復を目指す流域の取組

展開とアユ等の放流に対する支援を

引き続きお願いする。 

など 

１３ 

施策の方向１３において，「地域と

結びついた“京都ブランド”のストー

リーを発信し，他地域との差別化を図

り，付加価値の高い農林水産物の販路

を拡大する。」，施策の方向２４におい

て，「在来種や流域連携による天然ア

ユなどの生息環境を保全する内水面

漁業を支援する。」と記載しているほ

か，施策の方向１９においても，「子ど

もたちやその家族等が農産物や木材，

森林，川等に親しむ機会を創出するこ

とで，地域の農林水産業を身近に感

じ，未来の消費拡大等につながる取組

を支援する。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，内

水面漁業振興に向けた取組を検討し

てまいります。 

・国の都市農業振興基本法を踏まえ，

基本方針が重点的に打ち出すべき

は，都市農地をどう守り，「千年の都」

の都市農業をどう発展させていくか

ではないか。 

など 

１０ 

基本方針は，都市農業振興基本法第

１０条に基づく，地方計画に位置付け

ております。今後，基本方針の具体化

を図る中で，都市農業の振興に向けた

取組を検討してまいります。 

・様々な方向が示されており，推進す

べきであると思うが，時間，予算，人

材が限られる中，優先順位をつけて

取り組むべき。 

・基本方針の内容は多岐にわたってお

り，財政難の京都市において全ての

取組を行えるのか疑問である。 

など 

８ 

 既存事業の見直しや新たな財源確

保などの行財政改革の取組を行いつ

つ，限られた予算の中で効果ある事業

を実施できるよう，取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

・農林業の枠に捉われず，あらゆる分

野としっかり連携することは，農林

業振興を進めるうえで重要である。 

など 

７ 

施策の方向１６において，「他産業

等との連携により，農地・森林の多面

的利用を促進し，従来の農林業の枠組

みを超えた「農村ビジネス」や「森林

業」など，産業の裾野を拡大する。」と

記載しております。御意見を踏まえ，

あらゆる産業分野と連携した取組を

検討してまいります。 
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・基本方針の将来像に賛同する。担い

手をいかに育成し，増やすかが重要

である。 

・担い手が夢や希望を持てるよう，働

きやすい労働環境を実現すべき。そ

うすることで，たくさんの人が関わ

りを持ち，新たな担い手の確保に繋

がる。 

・高性能林業機械の導入なども重要だ

が，先人が築き上げてきた技術や英

知を引き継げる体制も同様に必要で

はないか。 

など 

７ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，先人たちが築き上げてきた技術や

英知を継承しつつ，未来の農林業を支

える担い手が夢や希望を持てるよう，

新たな担い手の確保に向けた取組を

検討してまいります。 

・京都市の農林業とＳＤＧｓとの関係

に「女性の活躍の場の創出」が掲げら

れていることは評価できる。 

・京都市は歴史的に持続可能な農林水

産業とこれに付随する文化や観光が

高度に発達してきた。「日本トップレ

ベルのＳＤＧｓ農林水産業」を謳え

るレベルであり，期待している。 

・ＳＤＧｓの実現に向けては，内容が

不十分である。今後については研究

会や意見交換会を通じて議論してほ

しい。 

・京都市の農林業とＳＤＧｓとの関係

について，ポイントを絞らないとわ

かりづらい。 

など 

６ 

農林業振興とＳＤＧｓは深く関わ

っており，持続可能な農林業の構築に

より，ＳＤＧｓの実現に大きく貢献で

きるものと考えております。こうした

考え方は，「将来像」においても明らか

にしておりますが，いただいた御意見

につきましては，今後の参考とさせて

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

・基本方針の内容は，京都市の農林業

の今後を左右するものである。基本

計画や生物多様性プランと連携，連

動して進めていくことを強く望む。 

・農林業は，防災面，環境保全，教育

と幅広い分野が関わるため，他の計

画と連携し，限られた予算で相乗効

果が生み出すべきである。 

など 

５ 

基本方針は，京都市基本計画の分野

別計画としての位置づけであると同

時に，地球温暖化対策計画，生物多様

性プラン等とも連携した内容として

います。今後，基本方針の具体化を図

る中でも，関連計画との連携を図って

まいります。 
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・京都市だけ，１部局だけでは農林業

の課題解決はできないため，京都府

との連携，市内部の連携ができるよ

うな，構造的な対策も必要ではない

か。 

・ブランド化や内水面漁業などは，京

都府と京都市が連携して取組を進め

るべき。 

など 

５ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，京都府との連携，部局間の連携を

図ってまいります。 

 

・適切に山林・農地を管理していくた

めには，獣害対策など多額の投資を

要するため，公的な支援が必要であ

る。 

など 

５ 

 京都市の支援制度に加え，国や府に

おいても様々な制度があることから，

必要な方に活用していただけるよう，

制度の周知等に努めてまいります。 

 

 

 

・基本方針に掲げられていることは理

解できるが，これまでとの変更点，重

点的に取り組む内容を明確にする必

要がある。 

・京都市の農林業発展に向けて，とて

も力の入っている基本方針だと感じ

た。その分，情報量が多く，分かりに

くいのが残念である。 

など 

５ 

農林業振興を図るためには，「市民

や企業など，多様な主体の参画の下，

時代の新しい流れや先端技術等を取

り入れた従来の考え方に捉われない

農林業イノベーションを推進する」こ

とが重要であると考えております。ま

た，今後，優先的に取り組んでいく必

要があると考えている重点施策に

「★」を記載しています。 

また，基本方針の策定にあたって

は，情報量を少なくした概要版を作成

し，ＷＥＢ等でも発信してまいりま

す。 

・従来の農林業振興とは異なった切り

口でまとめられているのは良いが，

施策の実施にあたっては，農林業者

にも分かりやすく説明することが必

要だと思う。 

など 

４ 

 今後，基本方針の具体化にあたって

は，農林業者をはじめとする関係者と

しっかりと意見交換を行い，共通理解

のもと，各取組を検討してまいりま

す。 
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・市民が農地，食料，森林を身近に，

日常的に感じられるような仕組みづ

くりをしていくことが必要である。 

・人(市民)と農地・森林との関係性に

着目し，消費者や利用者との関係性

を深め，関係人口を増やすことは，京

都市の産業全体を強化することに加

えて，農林業以外のビジネスが参入

する場としても非常に魅力的な取組

である。 

など 

３ 

施策の方向３３において，「様々な

機会を通じて，農林業や森林の新たな

支え手となる関係人口等を増やす取

組を推進する。」と記載しております。

今後，基本方針の具体化を図る中で，

関係人口等の増加に向けた取組を検

討してまいります。 

・平成２２年に策定された基本方針を

推進してきたとあるが，総括はした

のか。そのプロセスも含めて公表す

べきである。また，アンケート結果の

詳細を載せるべきである。 

など ３ 

現基本方針の総括，アンケート調査

の結果については，第１回検討会にお

いて議論しており，本市のＨＰ上で資

料を公開しております。また，アンケ

ート調査の結果は，参考資料として基

本方針に掲載します。 

 

 

 

 

 

・林業は，産業の視点よりも，森林の

有する公益的機能の発揮の方が重要

ではないか。 

など 
３ 

 森林の有する公益的機能は，林業振

興や森林の利活用を行うことで，更に

発揮されるものであると考えていま

す。今後，基本方針の具体化を図る中

で，適切な森林整備が進むよう，取組

を検討してまいります。 

・大変良く書き込めていてわかりやす

い。従来型の視点ではなく，国の戦略

や文化，環境，他分野との連携などに

も重点が置かれており評価出来る。 

・儲からないうえに重労働という農業

のイメージを払拭し，未来の農林業

を支える担い手が夢や希望を持てる

よう，施策を推進していただきたい。 

・人口が減少して行く中で，これまで

の農林業を守るだけではなく，従来

の考え方に捉われない取組も同時に

進めるべきであると思う。 

など 

７３ 

農林業振興を図るためには，「市民

や企業など，多様な主体の参画の下，

時代の新しい流れや先端技術等を取

り入れた従来の考え方に捉われない

農林業イノベーションを推進する」こ

とが重要であると考えております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，未

来の農林業を支える担い手が夢や希

望を持てるよう，各取組を検討してま

いります。 
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・農林業者と関わる可能性がある多様

な関係者の実態や課題，意識，期待を

分析し，背景や社会情勢を踏まえて，

実施する施策を考えていく必要があ

る。 

・海外輸出は，京都市で取り組むこと

は現時点では困難ではないか。 

・女性への呼びかけが弱いように感じ

る。 

など 

６ 

 いただいた御意見につきましては，

今後，基本方針の具体化を図る中で，

参考とさせていただきます。 

 

 

◆検討の参考とさせていただいた御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・基本方針の名称を内水面漁業も含め

た，農林水産行政基本方針とすべき。 

など １１ 

これまでから農林行政の中で内水

面漁業振興を図ってきており，政策上

の位置付けや経過等に照らし，総合的

に判断して，今回の改定においても，

「農林行政基本方針」としています。 

・農業と林業は抱える課題がそれぞれ

違うため，分けた方が良いのではな

いか。 

・10 年間の長期計画であるため，「基

本方針」ではなく，「計画」又は「プ

ラン」という名称が適切ではないか。 

など 

６ 

農林業は，担い手不足や農林産物の

価格の低迷，気候の変動による影響な

ど，共通する課題が多いことから，一

つの基本方針としております。 

また，名称につきましては，近年の

急激な環境変化などを鑑み，今後の農

林行政の大きな方向性を示すものと

しているため，現在の名称が適切であ

ると考えております。  

・具体性にかけ，美辞麗句が並べられ

ている。農業行政は，農家をいかに育

成し，サポートしていくかであり，観

光，伝統といった次元で推進すべき

ではない。 

・京都市として何を目指すのかは京都

市基本計画の中で語られるべきであ

り，分野別計画にすると，市民にとっ

ては非常にわかりにくい。 

など 

６９ 

 農林業は，市民生活や文化等を支え

る重要な産業ですが，担い手不足など

により，維持継承が困難な状況にあり

ます。そこで，これまでの農林業の枠

組みに捉われない新たな取組が必要

であると考えており，今後１０年間の

方向性を明確に示す必要があります。 

いただいた御意見につきましては，

今後の参考とさせていただきます。 
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イ 重点項目，施策の方向について 

（ア）重点項目１「高める」～生産性・収益性の更なる向上～ 

◆基本方針案の修正に反映した御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・再整備により，物流拠点として機能

強化を図っている中央卸売市場とも

連携した取組に期待する。 

など 

２ 

重点項目 1の説明文及び施策の方向

７，８，１１に「中央卸売市場」等を

記載いたします。 

・「京都産農林産物」，「市内の農林産

物」は，「市内産農林産物」に統一し

た方がわかりやすいのではないか。 

など 

２ 

いただいた御意見の趣旨を踏まえ，

基本方針の文言を修正いたします。 

 

◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・今後も農地・森林を適切に管理して

いくためには，ＡＩ・ＩＣＴの活用に

よる効率化を進める必要がある。小

規模な農林業経営でも対応できるよ

うな技術を普及していただきたい。 

・ＡＩやＩＣＴの技術進展は日進月歩

であり，京都市の農林業に適した技

術等は，基本方針とは別に迅速にお

こなわれる工夫が必要である。 

など 

１９ 

施策の方向６において，「小規模農

業経営に対応したＡＩ・ＩＣＴ技術等

を活用した農業機械など，経営規模・

経営形態に応じた農業機械等の導入

支援や啓発を行う。さらに，持続的な

成長を目指す経営体に対し，林業の施

業コストを低減するとともに，労働者

の安全性の向上や，少ない人数でも生

産規模を拡大できる高性能林業機械

の導入を支援する。」と記載しており

ます。今後，基本方針の具体化を図る

中で，経営形態・経営規模に応じた農

林業機械等の導入が進むよう，農林業

者への啓発や支援に努めてまいりま

す。 

 

・京都ブランドを活かすことは非常に

重要である。一般の人が考える日本

食のイメージの源流は京都に多くあ

るので，これをブランド戦略に利用

することが重要である。 

・京都ブランドの構築に際しては，品

目を絞り込み，効率的・効果的なブラ

ンド化を行うべきである。 

など 

１２ 

施策の方向１３において，「地域と

結びついた“京都ブランド”のストー

リーを発信し，他地域との差別化を図

り，付加価値の高い農林産物の販路を

拡大する。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，効

果的な“京都ブランド”の発信・販路

拡大に向けた取組を検討してまいり

ます。 
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・近年，新規就農者や希望者が増えて

いるが，収益があがらないなどの理

由から，離農するケースが多い。就農

を検討する段階から販路確保まで具

体化した計画が必要である。京都市

でも就農後の支援だけでなく，就農

前の支援・指導にも重点を置いて取

組を進めるべき。 

など 

７ 

施策の方向１において，「新規参入

者に対し，農業を始める際に必要とな

る農地や資金の確保，伴走支援など，

経営が安定するまでのサポート体制

を強化する。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，就

農後の営農が円滑に進むよう，取組を

検討してまいります。 

 

・都市農業の多面的な価値をアピール

すれば，農業に魅力を感じる人が増

え，担い手不足の解消にも寄与する

と思う。 

・農林業に関心を持っているが，参入

への一歩を踏み出せない人も多くい

る。 

・最近，他産業では携帯アプリでの求

人なども行われており，農林業も企

業と連携し，時代にあった人材確保

の取組を検討すべき。 

など 

６ 

担い手の育成は特に重要な事項と

考えております。今後，基本方針の具

体化を図る中で，未来の農林業を支え

る担い手が夢や希望を持てるよう，各

取組を検討してまいります。 

・新規就農希望者や市街化区域の農家

から「農地を借りたい。買いたい」と

の声をよく聞くが，人脈のある方，信

頼関係を築いた方だけが農地を紹介

されるような状況である。中間管理

事業など公的なマッチングは借り手

が誰になるか分からず安心して活用

できない。京都市が受け皿となって，

安心して農地を預けられるマッチン

グ施策を，是非とも実施・強化してい

ただきたい。                など ５ 

施策の方向３において，「農地と担

い手の状況を把握し，地域との調和を

図りつつ，生産緑地など，市内農地を

意欲のある農業者が円滑に確保し，保

全できるよう支援する。」と記載して

おります。今後，基本方針の具体化を

図る中で，円滑な農地貸借の促進に向

けた取組を検討してまいります。 
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・海外輸出などの新たな需要を創出す

ることよりも，地産地消の推進など

の足下を固める取組に専念すべき。 

・地産地消を推進しながら，海外輸出

も見据えるというところに矛盾を感

じる。まずは市内の食料自給率を

100％にしてから，市外・府外・海外

輸出を考えてみてはどうか。 

など 

５ 

人口減少により国内需要が低下し，

外国産と地域産との価格競争が激し

くなる中で，地産地消の取組により足

元を固めるとともに，新たな需要の開

拓を行うことが，産地の維持・発展に

不可欠であると考えております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，地

産地消の取組と並行して，海外輸出を

含む新たな販路の拡大に向けた取組

を検討してまいります。 

・農林業の生産性・収益性の向上を実

現するためには，生産基盤の強化が

必要である。 

・今後も安心して営農が継続できるよ

う，基盤整備を進めていただきたい。 

など 
５ 

施策の方向６において，「農業用水

路や農道，林道などの農林業基盤の整

備・改修やパイプハウスなどの農業用

施設，製材機や木材乾燥器などの木材

産業用施設の導入など，農林業経営の

安定につながる取組を支援する。」と

記載しております。今後，基本方針の

具体化を図る中で，農林業の生産基盤

の強化に向けた取組を検討してまい

ります。 

・施策の方向９に，「ＧＡＰやＦＳＣ認

証，ＪＡＳ等の認証取得の推進」と記

載されているが，農林家への認証取

得支援が必要ではないか。また，地域

の持続可能な農林業の裾野を広げる

ためにも，京都市独自の認証制度を

創設してはどうか。 

・ＧＡＰやＦＳＣ認証，ＪＡＳ等の認

証取得することにより，高付加価値

化されないのであれば，認証取得は

進まないのではないか。 

など 
５ 

環境や品質に対する国内外の関心

が高まっており，国際基準に適合した

認証の取得は重要な取組であると考

えております。今後，基本方針の具体

化を図る中で，農林業関係者の御理解

を得ながら，認証取得促進や高付加価

値化に向けた取組を検討してまいり

ます。 
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・管理栄養士を目指す学生等と共同で

新商品開発に取り組むことで，学生

が勉強してきたことがいかされる場

が創出でき，販売までつながれば，学

生の大きな自信に繋がるのではない

か。 

・個人農家と新しい企業との連携によ

り，農林産物の新たな活用方法が見

いだせると思う。具体的な施策に期

待する。 

など 

４ 

施策の方向１２において，「京野菜

や新京野菜，木質新素材，広葉樹材を

活用した新商品など，大学，企業等か

らの新たな農林産品の提案を促すと

ともに，消費動向を踏まえた商品の開

発や６次産業化など加工体制の構築

を進める。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，新

商品開発など大学，企業等とも連携し

た取組を検討してまいります。 

・大学や高校で林業を学んだ人に林業

事業体へ就職してもらえるような取

組が必要ではないか。 

・幅広い方を担い手として受け入れる

のもいいが，特定のターゲットに絞

って重点的にＰＲ活動をしてもいい

のではないか。 

など 

３ 

施策の方向２において，「林業の人

材育成機関との連携により市内林業

事業体への就職を促す。」と記載して

おります。今後，基本方針の具体化を

図る中で，林業従事者の育成に向けた

大学や高校とも連携した取組を検討

してまいります。 

・京都の森林を守り，育てるには，森

林経営管理法は欠かせない手法であ

る。森林経営管理法の活用も含め，是

非とも京都市の森林を守る取組を重

点的に進めていただきたい。 

・間伐材の需要拡大も重要だが，間伐

を行う体制を整備していく必要もあ

るのではないか。 

など 

３ 

重点項目の説明文において，「将来

像の実現に向けて，市民や企業と連携

し，農林業の成長産業化による担い手

の育成や，農林業の基盤である農地・

森林の多面的機能の発揮を促進す

る。」と記載しております。今後，基本

方針の具体化を図る中で，森林経営管

理制度の活用も含めた森林の適切な

管理に向けた取組を検討してまいり

ます。 

・農林業振興において，生産性，収益

性を高めることが重要であり，重点

的に取組を進めるべき。 

・施策の方向の項目は，素案で十分で

ある。他産地も同じであるがいかに

実行するかが重要である。 

など 

 

２９ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，生産性・収益性の高い農林業経営

の実現に向けた各取組を検討してま

いります。 
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（イ）重点項目２「創る」～新たなビジネスの創出～ 

◆基本方針案の修正に反映した御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・半農半Ｘやアグリワーケーションな

ど，農業に携わる様々な形態をビジ

ネスとして位置づけることは評価で

きる。重点項目１との違いを明確に

するためにも，副題を「多様なビジネ

スの創出」へと変更したほうがよい。 

 

 

１ 

いただいた御意見の趣旨を踏まえ，

基本方針の文言を修正いたします。 

 

◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・半農半Ｘに興味のある市民は多いと

思う。具体的な取組に期待する。 

・勤め人でも農業で汗を流したい者は

たくさんいる。半農半Ｘを大いに推

進して欲しい。 

など 

８ 

施策の方向１４において，「農業と

他産業との距離が近い「京都市の強

み」をいかし，あらゆる分野の人材が

様々なスタイルで農業参入できる仕

組みを導入する。」と記載しておりま

す。今後，基本方針の具体化を図る中

で，農業に参入しやすい仕組みの構築

に向けた取組を検討してまいります。 

・これまでの農林業の枠組みに捉われ

ない，スタートアップとの連携はも

っと積極的に進めるべき。 

など 

６ 

施策の方向１７において，「大学や

スタートアップ企業などが農林業に

関係するビジネス領域へ参入する取

組を支援する。」と記載しております。

今後，基本方針の具体化を図る中で，

スタートアップ企業等と連携した農

林業の課題解決に向けた取組を検討

してまいります。 
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・森林の多面的利用は，今後注目を浴

びると思う。特に京都市は，森林と都

市の距離が近く，立地に恵まれてい

るため，森林業の創出を積極的に進

めて頂きたい。 

・今後，森林を適切に管理していくに

は，花木の出荷，葉や樹液の利用な

ど，多様な樹木の新たな活用方法を

検討すべき。 

・クロモジ，タラの木等，「雑木をいか

すビジネス」は，高齢女性でも関われ

る。森林資源の利活用を進めていた

だきたい。 

など 

６ 

施策の方向１６において，「農泊な

どのグリーンツーリズムや，森林空間

を利用したヨガやキャンプ，樹木から

抽出される成分を活用したアロマや

木質新素材など，ヘルスケア，観光，

教育，ハイテク産業といった他産業等

との連携により，農地・森林の多面的

利用を促進する。」と記載しておりま

す。今後，基本方針の具体化を図る中

で，森林の新たな利活用に向けた取組

を検討してまいります。 

・産業分野との連携を進めるにあたっ

ては，民間企業や大学との共同プロ

ジェクトを立ち上げ，可能性を探っ

てほしい。 

・新たなビジネスの創出について，大

枠で賛成である。特に大学・研究機関

との連携は重要である。       など 

 

４ 

施策の方向１２において，「京野菜

や新京野菜，木質新素材，広葉樹材を

活用した新商品など，大学，企業等か

らの新たな農林産品の提案を促すと

ともに，消費動向を踏まえた商品の開

発や６次産業化など加工体制の構築

を進める。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，新

商品開発など大学，企業等とも連携し

た取組を検討してまいります。 

・農福連携を推進していただきたい。

農業の担い手として，障害者が自分

らしく働き，生活できる社会の実現

を望む。 

・農福連携は「福祉作業所の方々との

連携」というイメージであるが，例え

ば引きこもりの方をパートナーと考

えるのも広い意味での農福連携では

ないか。 

など 
４ 

施策の方向１４において，「農林業

との多様な関わり方を推進するとと

もに，農林産物の生産から販売に至る

過程において，福祉や教育，観光など

あらゆる分野の人材の参入を支援す

る。」と記載しております。今後，基本

方針の具体化を図る中で，農福連携の

推進に向けた取組を検討してまいり

ます。 
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・様々な業種と交流し新しいビジネス

を創出することは重要である。農林

業事業者が受け身ではなく，主体的

に動き，取組が活発化することを期

待している。このようなパラダイム

シフトが必要である。 

・これまでの農林業の枠組みに捉われ

ず広い視野を持った項目であり，非

常に興味深い。農林業以外の企業が

興味を掻き立てられるよう，もう少

し，新たなビジネスの具体像やプロ

セスが想像できるようにしていただ

きたい。 

など 

３０ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，幅広い産業分野等との連携による

担い手の多様化とこれまでの農林業

の枠組みに捉われない「農村ビジネ

ス」や「森林業」として産業領域を拡

大するとともに，社会的課題の解決に

も貢献する取組を検討してまいりま

す。 

 

 

 

 

・京都の強みとして，大学やスタート

アップ企業の集積が挙げられている

が，「東京でも良いのではないか」と

思う。 

・新たなビジネスの創出の一つとし

て，有機農業にスポットを当てるの

もいいのではないか。 

・里山スマートシティのような大きな

構想を立て実行する視点がほしい。 

など 

１４ 

いただいた御意見につきましては，

今後，基本方針の具体化を図る中で，

参考とさせていただきます。 

 

（ウ）重点項目３「守る」～文化の継承・レジリエンスの向上～ 

◆基本方針案の修正に反映した御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・従前の基本方針では，自伐林家を中

心に据えられていたが，この表現が

なくなっている。やはり，京都の林業

にとって自伐林家は重要であると思

う。                        など 

２ 

いただいた御意見の趣旨を踏まえ，

基本方針に文言を追記いたします。 
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◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・環境保全型農業で最も重要な視点

は，地球温暖化防止よりも生物多様

性の保全である。農業は多様な生物

と共生，競争しながら，良い作物を作

るべきであり，これからの時代は生

物多様性の保全のための環境保全型

農業を進めなければならない。 

・生産性・収益性の向上と環境負荷の

軽減を同時に行える技術の開発とそ

の普及，環境保全型農業へ移行する

ためのサポートが必要である。 

・環境への配慮を農業者へ求めること

は足枷となる。環境に配慮した農業

へ対価を払う仕組みづくりが必要で

はないか。 

など 

１８ 

近年，地球温暖化による気候変動が

農林業の継続に重大な影響をもたら

しており，生物多様性の保全とともに

重要な視点であると考えております。

施策の方向２４において，「農業生産

に由来する環境負荷の軽減やＧＡＰ

の実施を進めるなど，多面的機能の確

保・維持を図る営農活動等を支援する

とともに，企業等と連携し，その営農

活動から生産された農産物の高付加

価値化につながる取組を支援する。」

と記載しております。今後，基本方針

の具体化を図る中で，環境保全型農業

の推進，高付加価値化に向けた取組を

検討してまいります。 

・野生鳥獣の対策を強化してほしい。

捕獲と利用の両面から取組を強化す

べき。 

・有害鳥獣を無秩序に捕獲するのでは

なく，適切な個体数管理が必要であ

る。 

など 

７ 

施策の方向２７において，「野生鳥

獣の生息状況を継続的に把握するた

めの調査・分析を行う。また，野生鳥

獣捕獲の推進に必要な体制等の強化・

充実を行う。」，施策の方向２８におい

て，「地域が主体となる防除活動や防

除施設設置の取組を支援する。」と記

載しております。今後，基本方針の具

体化を図る中で，野生鳥獣の適切な捕

獲と防除に向けた取組を検討してま

いります。 

・近年，大きな災害が頻発しており，

農林業への甚大な被害やため池の決

壊による人命の被害が発生してい

る。農林業の防災・減災対策は早急に

進めるべき。 

など 

６ 

重点項目３の説明文において，「農

林業用施設の強靭化や災害に強い森

づくりなど，レジリエンスの向上を進

める。」と記載しております。今後，基

本方針の具体化を図る中で，農林業の

防災・減災対策に向けた取組を検討し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 



16 

 

・京都の野菜が学校給食に使われてい

る割合が低いという実態を知った。

市内の消費者の食の豊かさに直結す

るフードシステムの仕組みを作って

いただきたい。 

・山を守る大切さを広く市民に知って

もらう活動を充実し，間伐材も含め，

京都の山で生産される木材を公共建

造物，市民の住宅に活用される取組

を進めてほしい。 

など 

６ 

施策の方向１９において，「保育園，

幼稚園や学校等と連携し，学校給食や

施設での市内産農林産物の積極的な

利活用など，子どもたちやその家族等

が農産物や木材，森林，川等に親しむ

機会を創出することで，地域の農林水

産業を身近に感じ，未来の消費拡大等

につながる取組を支援する。」と記載

しております。今後，基本方針の具体

化を図る中で，教育機関等とも連携す

るなど，農林業への理解促進，市内産

木材の利活用促進に向けた取組を検

討してまいります。 

・「粽」づくりの復活を目指して，チマ

キザサの植生回復に取り組んでほし

い。 

・北山林業は伝統ある林業だが，手が

かかるのに磨き丸太が売れず，経営

継続が困難となっている。 

など 

５ 

施策の方向２０において，「文化財

や祭礼，伝統的な文化芸術など，京都

の文化を支える木材や林産物の需要

の実態を把握するとともに，需要に応

えられる資源の生産と供給体制の構

築など，京都が誇る文化を支える仕組

みづくりを進める。」と記載しており

ます。今後，基本方針の具体化を図る

中で，京都の文化を支える木材や林産

物の生産・活用に向けた取組を検討し

てまいります。 

・市民生活に影響を及ぼす恐れのある

倒木の未然防止対策を進めてほし

い。 

・山間地域(京北)では，ライフライン

を寸断するなど市民生活に影響を及

ぼす恐れのある倒木の未然防止が極

めて重要である。 

など 

４ 

施策の方向２２において，「民家，公

道，河川，鉄道等に隣接し，市民生活

に影響を及ぼす恐れのある危険木等

を未然に撤去し，倒木による被害等を

未然に防止する取組を進める。」と記

載しております。今後，基本方針の具

体化を図る中で，倒木の未然防止に向

けた取組を検討してまいります。 
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・京都の森を未来に継承していくため

にも，森林保全につながる取組を優

先的に進めてほしい。 

・杉，桧に特化した森林だけでなく，

多様な樹種で構成する森林整備を進

めるべき。 

など 

４ 

施策の方向２３において，「林業に

向かない森林等においては，土壌の流

出を抑える力や風にも強い中低木性

の広葉樹による植栽を進めるなど，地

域生態系に配慮しつつ，「適地適木」に

よる災害に強い森づくりを進める。」

と記載しております。今後，基本方針

の具体化を図る中で，多様な樹種の植

栽などによる森づくりに向けた取組

を検討してまいります。 

・倒木やため池の対策は「支援」では

なく，京都市が実施すべき内容では

ないか。                     

など 
３ 

京都市の山林やため池のほとんど

が民有地であるため，京都市が補助制

度を創設するなど，原則，所有者によ

る対策の実施を促すものと考えてお

りますが，所有者が実施しやすい制度

の創設や周知に努めてまいります。 

・他の地域から羨ましがられる程の

「京都ブランド」がありながら，それ

を生かしきれていない。特に，伝統野

菜に地名が入っているため，うちが

本家本元だという意識が強すぎる。

もっと京都市全体で京都市産「京野

菜」をＰＲし，消費拡大を図るべき。 

など 

３ 

施策の方向１３において，「地域と

結びついた“京都ブランド”のストー

リーを発信し，他地域との差別化を図

り，付加価値の高い農林産物の販路を

拡大する。」と記載しております。今

後，基本方針の具体化を図る中で，効

果的な“京都ブランド”の発信・販路

拡大に向けた取組を検討してまいり

ます。 

・京都市にとって，重点項目３は最も

重要な項目であり，農林業の果たす

役割を市民にしっかりと理解しても

らう必要がある。 

・農地・森林が持つ公益的機能をしっ

かりと発揮することは重要である。 

・「農地を減少から守る」「コミュニテ

ィを守る」という点でも，市民農園・

体験農園の拡充は不可欠である。 

など 

２２ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，レジリエンスの向上と文化の継

承，持続可能なまちづくりに貢献する

取組を検討してまいります。 
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・環境の視点が入っていてよい。環境

保全型農業の推進として，どのよう

な管理がそれに類するのかを定量的

に示してほしい。 

・森林環境譲与税を活用し，通常の森

林整備で支援できない箇所や緊急を

要する場所の森林整備を進めていた

だきたい。 

など 

１０ 

いただいた御意見につきましては，

今後，基本方針の具体化を図る中で，

参考とさせていただきます。 

 

◆検討の参考とさせていただいた御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・農地の公益的機能を維持していくた

めに，市街化調整区域の見直しなど，

都市計画の観点から農地を守る施策

を行うべき。 

など 

２１ 

いただいた御意見につきましては，

今後の参考とさせていただきます。 

 

（エ）重点項目４「支える」～需要の拡大と市民や企業等との協働～ 

◆基本方針案の修正に反映した御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・「支える」とあるが，副題に「市民や

企業等との協働」とあるので，「つな

がる」「協力する」「支え合う」など，

生産者，市民，企業等の３者が同じ立

ち位置にいるイメージがわく表現が

いいのではないか。 

など 

9 

いただいた御意見の趣旨を踏まえ，

基本方針の文言を修正いたします。 

 

◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・京野菜がもっと身近に買えるような

販路拡大に期待したい。 

・販路の維持・拡大のために，京都の

ブランドをいかす取組とあわせて，

地産地消にも取り組むべき。 

など 
２８ 

施策の方向２６において，「消費者

が農林産物を購入する際に市内産農

林産物を選択しやすくなるよう，生

産・流通・販売体制を強化し，環境と

調和のとれた生活の実践を促すなど，

地産地消を推進する。」と記載してお

ります。今後，基本方針の具体化を図

る中で，市民の皆様が市内産農林産物

を購入しやすい環境づくりに向けた

取組を検討してまいります。 
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・農林業や農地・森林の重要性をもっ

と都市部の人に知ってもらう取組が

必要である。 

・市民が都市農業に触れる機会を積極

的に作っていただきたい。 

・身近に農業や林業を経験する機会を

作れば，農林業をもっと身近に感じ

られると思う。 

など 

１７ 

施策の方向３３において，「市民が

農業や森林，川の恵みに安心して触れ

合える機会を創出する。また，様々な

機会を通じて，農林業や森林の新たな

支え手となる関係人口等を増やす取

組を推進する。」と記載しております。

今後，基本方針の具体化を図る中で，

市民が様々な形で農林業と関わる機

会の創出に向けた取組を検討してま

いります。 

・学生がもっと農林業に参加できる機

会を提供すれば，農林業を身近に感

じられると思う。 

・大学が多い京都の特徴を生かして，

学生が京都ならではの都市農業を研

究し，関わりを持てるよう，大学と京

都市との連携を今以上に強化すべ

き。 

など 

１５ 

施策の方向１９において，「子ども

たちやその家族等が農産物や木材，森

林，川等に親しむ機会を創出する。ま

た，大学と連携し，学生が農林水産業

を取り巻く状況や課題を学び，理解

し，考える機会を創出する。」と記載し

ております。今後，基本方針の具体化

を図る中で，教育機関と連携し，農林

業への理解促進，地産地消の推進に向

けた取組を検討してまいります。 

・京都の農林業に関心がある。イベン

トや新しい取組の情報を知れるＳＮ

Ｓなどがあれば，もっと関わりやす

い。 

・もっと農産物を身近に触れることが

できるような情報発信が必要であ

る。 

・京都市の農林行政として取り組んで

いる内容が伝わってこない。もっと

ＰＲに力を入れる必要がある。 

・基本方針を学びたい市民が，解説を

聞ける場があれば良い。 

など 

８ 

幅広い方々に，農林業に関わってい

ただけるよう，魅力的な情報発信が必

要であると考えております。いただい

た御意見は，今後，基本方針の具体化

を図る中で，参考とさせていただきま

す。 

・「支える」に記載されている取組に賛

同する。こうしたテーマが今後重要

となる。 

・農林水産業を営んでいない者にもあ

てはまる項目であり，具体的な施策

に期待したい。 

など 

９ 

今後，基本方針の具体化を図る中

で，需要の拡大と地産地消の推進，関

係人口等を増やすことによる市民や

企業等との協働を推進する取組を検

討してまいります。 
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・施策の方向３４の「地域，農林業関

係者等との持続可能な農業・森林づ

くりに向けた会議を創設する」に漁

協や漁業も加えてほしい。 

・消費者である一般の市民に語りかけ

る部分であると感じるが，主語が不

明瞭で伝わりにくい。 

など 

７ 

農林業を支えあうためには，様々な

方々が参画できる仕組みが必要であ

ると考えております。いただいた御意

見につきましては，今後，基本方針の

具体化を図る中で，参考とさせていた

だきます。 

 

 

 

◆検討の参考とさせていただいた御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・所有する農地・森林を市民の共有財

産と感じている所有者はほとんどい

ない。 

など 

３ 

 いただいた御意見につきましては，

今後の参考とさせていただきます。 

 

ウ 推進の方法・その他について 

◆基本方針案に趣旨が盛り込まれている御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・行政の計画は，総花的で当たり障り

のないものが多いが，この計画は非

常に意欲的な内容となっている。し

かし，京都市の危機的な財政状況の

中，この内容がどこまで実現できる

のか疑問を感じる。基本方針の推進

にあたっては，全てを行政がするの

ではなく，各主体の主体的な取組が

必要である。 

・市民はもちろん，京都市の関係機関

等に，農林業の持つ多面的機能の重

要性をアピールする必要がある。 

など 

３５ 

持続可能な農林業の実現に向けて，

消費者(市民等)や大学，企業などと連

携しながら，それぞれが主体的に行動

を起こすことができるよう取組を進

めてまいります。 

 

 

 

・各重点項目や施策の方向について，

進捗を管理する指標や目標値は設定

する必要がある。 

・指標と推進体制の提示をすべきであ

る。策定する段階で公表しておくべ

き。設定できない場合は，考え方だけ

でも示しておくべき。 

など 

２２ 

取組成果を測る「成果指標」を掲載

します。 

御意見を踏まえ，１０年後の将来像

を見据えた目標値の達成に向け，取組

を検討してまいります。 
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◆検討の参考とさせていただいた御意見 

御意見の要旨 件数 御意見に対する考え方 

・このパブコメを書くことを学校の授

業に取り入れて，小学生から大学生

までに書いてもらうことが大事だと

思う。 

など 

３ 

いただいた御意見につきましては，

今後の参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


